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はじめに

　私たちの身の回りにはいろいろな種類の製品がありますが、
それらの全ては化学物質で構成されています。本シリーズは、
そのような身の回りの製品に含まれる化学物質についてまとめ
たものです。

　この冊子を通じて、家庭用製品に含まれる化学物質について
正しく理解し、また様々な情報を共有することによって製品を
適切に使用し、より便利で快適な生活を送っていただければと
考えています。

　さらに、消費者行政や事業者の相談窓口におかれましては、
業務の参考としてご活用いただければ幸いです。

　なお、ここで紹介した化学物質情報は、書籍やホームページ
などの公開情報を元に、独立行政法人製品評価技術基盤機構
（NITE）が代表的な成分についてまとめたものであり、個別の
製品の成分について詳説したものではありません。あらかじめ
ご了承下さい。
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洗剤について



（I）洗剤について
　「洗剤」という用語には、一般的には「身体以外の物（繊維、食器、調理器具、住居や
家具など）の汚れを落とす剤」というイメージがあります。
　また、定義する法律によって「洗剤」という言葉の範囲は少しずつ異なりますので、こ
こでは一般のイメージで、主に家庭用の洗剤について説明します（ドライクリーニングや
業務上で使用される洗剤・洗浄剤は除きます）。

　一方、家庭で使用される身体の汚れを落とす化粧石けんやシャンプーなども、洗剤と同
じように汚れを取り除きますが、「洗剤」という言葉は使われず、「身体洗浄料」等と呼ば
れ区別されます（これらの「身体洗浄料」等については、身の回りの製品に含まれる化学
物質シリーズ「化粧品」を参照してください）。

　また、読み進んでいくために必要な基礎知識や歴史などを「Column」として掲載しま
した。
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（II）洗剤の種類
　家庭用洗剤は、用途、製品形態及び配合成分に注目すると、それぞれ次のように分類さ
れます。

●用 途 に よ る 分 類：洗濯用（衣類用）、台所用、住宅・家具用等があります。
●製品形態による分類：粉末（粒状）、固形、液状等があります。
●成 分 に よ る 分 類：家庭用品品質表示法では、合成洗剤・石けんなど、主な洗浄の作

用が界面活性剤の働きによる場合「洗剤」と呼びます。
それに対し、主な洗浄の作用が酸、アルカリ又は酸化剤の化学作
用による場合には「洗浄剤」と呼んで区別しています。

　さらに、洗剤に密接に関連するものとして、家庭用品品質表示法の品目には「衣料用、
台所用又は住宅用の漂白剤」「台所用、住宅用又は家具用の磨き剤」がありますので、こ
れらについても解説します。
　また、衣料用仕上げ剤（柔軟剤及び糊剤）は家庭用品品質表示法の品目には入りません
が、これらについても解説します。

　なお、以降に記載の各洗剤等の分類と成分表にある主剤・補助剤成分については「（Ⅲ）
洗剤の構成成分」で解説しています。

1　洗濯用洗剤 …………………………………………………… 8頁
2　衣料用漂白剤 ……………………………………………… 12頁
3　衣料用仕上げ剤 …………………………………………… 13頁
4　台所用洗剤等 ……………………………………………… 14頁
5　住宅・家具用合成洗剤及び洗浄剤 ……………………… 17頁

参照
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Column  1　　界面活性剤
界面活性剤とは、
　物についた汚れを落とそうとする時、物理的にもんだり、こすったりします。また、酸や
アルカリを使って化学的に汚れを取ることをしますが、多くは界面活性剤を使用して、汚れ
を溶液の中に取り出して取り去る方法を用います。
　界面活性剤は、水と油両方になじむ性質を持っており、例図のようにマッチ棒のような構
造をしています。マッチの軸にあたる親油基と呼ばれる部分が、油になじみやすい性質を持
ち、マッチの火薬がついている部分は親水基と呼ばれ水になじみやすい性質の部分です。

この界面活性剤の特性により以下の作用が起こります。

⑴　浸透作用：水に濡れにくいウールなどの繊維の中には、水はなかなか入りません。しか
し、水に界面活性剤を加えると、分子同士が引き合う力（界面張力）が下がり、繊維の
表面と界面活性剤溶液がなじみやすくなり、繊維の中に水が簡単に入っていきます。

⑵　乳化作用：水と油だけを混ぜると分離します。しかし、そこに界面活性剤が加わると、
親油基が油の粒子に吸着して、油が界面活性剤の分子に取り囲まれ、小滴となって水中
に散らばり、水と混ざりあった状態になります。

⑶　分散作用：ススのような粉状の固体が水に入ると、混ざり合わずに表面に浮かんでしま
いますが、そこに界面活性剤が加わると、界面活性剤の分子がススをとりかこみ、細か
な粒子にし水中に分散させます。この作用で洗濯物から汚れが水中に引き出されるので
す。

⑷　再付着防止作用：水面にススが浮かんだ状態に布を入れると、布にススが付きますが、
⑶の分散作用により、ススが
界面活性剤の分子に取り囲ま
れていると、布を入れてもス
スは付きにくくなります。

以上の4つの効果により界面活性
剤は汚れをきれいに取り去ること
ができるのです。

汚れ物
油汚れ

油汚れ

油汚れ

←界面活性剤の分子

例：界面活性剤分子 CH3CH2CH2・・・・・CH2 CO2Na

親油基 親水基
（油になじみやすい）（水になじみやすい）
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界面活性剤の種類
　界面活性剤は、界面活性剤分子の中の親油基と親水基とを、どのように組み合わせるかに
より、たくさんの種類を作ることができます。
●　親油基は、一般に炭素数8～24の長鎖炭化水素基が用いられます。
●　親水基は、水になじみやすい物質(カルボン酸塩、スルホン酸塩、アンモニウム塩等)
　　が用いられます。

　水に溶かした時に、その界面活性剤の親水基が何イオンになるかにより、４種類に分類
されます。

　界面活性剤は、その性質により適した用途に使い分けられますが、数種類の界面活性剤を
混合して使われることもあります。
　洗剤には主に陰イオン界面活性剤と非イオン界面活性剤が用いられ、両性界面活性剤も併
用されることがあります。
　一方、陽イオン界面活性剤は繊維への吸着性に優れており、柔軟仕上げ剤に用いられます。

Na

Cl

例：カルボン酸塩

例：アルキルトリメチルアンモニウム塩

CH3CH2CH2・・・・・CH2・CO2

水中での挙動

CH3CH2CH2・・・・・CH2・N(CH3)3

親水基が陰イオン

→ 陰イオン界面活性剤

親水基が陽イオン

→ 陽イオン界面活性剤

分　類 何イオンになるか 界面活性剤の別名

陰イオン界面活性剤 陰イオン アニオン系

非イオン界面活性剤 イオンにならない ノニオン系

両性界面活性剤
水溶液のpHにより、陰イオン又は
陽イオンになる

－

陽イオン界面活性剤 陽イオン カチオン系



洗剤の種類8

１．洗濯用洗剤
　洗濯用洗剤は、界面活性剤の作用で汚れを衣類から除去するものですが、衣類の洗剤で
対象になる汚れは、身体から分泌されるもの（汗や皮脂等）、外部から由来するもの（ス
スや微細な泥粒子、あるいは食べこぼし等）など多岐にわたっており、それぞれ汚れ物質
の性質は大きく異なっています。
　また、これらの汚れが着衣上で混じり合い、時間とともに変質したり、繊維内部に入り
込んだりして、汚れが取れにくくなります。

　汚れの度合いが比較的高く、しかも用いる洗浄成分や洗濯時に加えられる物理力に対し
て、充分な耐久性をもつ素材（木綿やポリエステルなどの衣料で汚れのひどいものの洗浄） 
に適した洗剤を重質合成洗剤と言います。
　一方、汚れの程度が軽く、しかも用いる洗浄成分や洗浄時の物理力に比較的弱い毛や絹
等の素材を洗浄するのに適した洗剤を毛や絹も洗える洗濯用洗剤（軽質合成洗剤）と言い
ます。
　以下の分類では「1-1-3毛や絹も洗える洗濯用洗剤（軽質合成洗剤）」以外はすべて重質
合成洗剤です。

1-1．洗濯用合成洗剤

　家庭用品品質表示法では、石けん以外の界面活性剤を洗浄の主成分として30％以上使
用している洗剤を「合成洗剤」と言います。

　日本工業規格（JIS）では洗濯用合成洗剤（K 3371）として第１種、第２種及び第３種
があり、それぞれ次に説明する洗濯用粉末合成洗剤、洗濯用液体合成洗剤、洗濯用軽質合
成洗剤がこれらに相当します。

1-1-1.　洗濯用粉末合成洗剤
　衣類の洗浄に用いる界面活性剤としては、汚れの離脱作用や再付着防止作用等が優れて
いる陰イオン界面活性剤が最も多く使用されますが、非イオン界面活性剤も使用されます。
　また、洗剤の洗浄効果を高めるために種々のビルダー（注1）や添加剤が配合されます。ビ
ルダー成分を多量に配合でき、製品としての保存安定性や使用時の利便性等により、粉末
（あるいは粒状）の形態が好まれて、これまで日本では主流となっていました。

（注1）主要となる陰イオン界面活性剤は、水中の硬度成分（カルシウムイオンやマグネシウムイオンな
どの金属イオン）と結合し難溶性の物質を形成します。汚れを衣類から除去し、これを溶液又は分散状
態にする能力を洗浄力と言いますが、難溶性の物質が形成されることにより洗浄力が落ちます。一方ア
ルカリ剤等を加えると洗浄力が高まります。そこで、この難溶性の物質の形成を防止するために加えら
れる成分をビルダーと呼びます。　　　　　  （Ⅲ2. 界面活性剤以外の成分　26頁　ビルダー　参照）



洗剤の種類 9

1-1-2．洗濯用液体合成洗剤
　現在では液体洗剤の使い易さと溶解性の良さが重視され、洗剤といえば粉末という状況
が、近年変わりつつあります。販売金額ベースでは、液体洗剤の割合が2008年に約20％
でしたが、2009年に約40％に増え、2011年には、粉末洗剤を初めて上回り（約56％）、
その後も液体洗剤の割合が高くなっています。
　液体洗剤では、陰イオン界面活性剤の中でも洗浄力の硬度依存性が少ないAES（アルコ
ールエトキシサルフェート）などや、液状化に適し、カルシウムなどの硬度成分に影響さ
れない非イオン界面活性剤（ノニオン系ＡＥのポリオキシエチレンアルキルエーテル）が
多く使われています。

1-1-3．毛や絹も洗える洗濯用洗剤（軽質合成洗剤）
　汚れの程度が軽く、毛、絹のようにアルカリ性に弱い素材を洗浄するのに適した洗剤を
軽質洗剤と呼びます。汚れのひどいものを洗うことを前提としていないため、JISでも洗
浄力の規定はなく、洗剤溶液の表面張力を規定するだけです。洗濯時の水の液性（pH）
が中性のものが用いられます。
　陰イオン界面活性剤に加え、非イオン界面活性剤も使用されます。また、それらの成分
に安定剤や仕上げ剤などの添加剤が配合されます。
　粉末（粒状）と液体の製品がありますが、液体製品が主流です。洗濯用中性合成洗剤あ
るいは毛糸・おしゃれ着用合成洗剤と呼ばれることがあります。

洗濯用合成洗剤の分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

粉末合成洗剤 陰イオン界面活性剤
非イオン界面活性剤

水軟化剤、アルカリ剤、
工程剤（注２）、分散剤、酵素、
蛍光増白剤、漂白剤、柔軟仕上げ剤

液体合成洗剤 陰イオン界面活性剤 安定化剤、アルカリ剤、分散剤、泡調整剤、
キレート剤、酵素、蛍光増白剤

毛や絹も洗える洗濯
用洗剤（軽質合成洗
剤）[液体、粉末] 

陰イオン界面活性剤
非イオン界面活性剤 安定化剤、仕上げ剤

（注２）製品の安定や機能維持のために製造工程又
は製品中に加える物質を工程剤といいます。



洗剤の種類／Column 2  臨界ミセル濃度10

臨界ミセル濃度
　界面活性剤は、その濃度が低い時は分子がバラバラに溶けています。
濃度が高くなると、水に滴下した油が合一するのと同じように、界面
活性剤の親油基同士が集まります。そのとき親水基は外側に並んで、
水に溶けたようにふるまう集合体を形成します。
　このような集合体をミセル（micelle）と呼び、通常は数十分子から
数百分子（時には、それ以上）が、直径数十ナノメートル（十億分の
１メートル）の球を形成します。また、ミセルの形成は、ある濃度で
突然起こり、そのミセルができる濃度を臨界ミセル濃度（ＣＭＣ）と
言います。濃度が高くなると層状ミセルなど種々の会合状態をとるよ
うになります。
　また、形成されたミセルは、その内側（親油基が集まった部分）に
汚れを取り込むことで、効果的な洗浄作用（浸透作用、乳化作用、分
散作用、再付着防止作用）を発揮します。
　洗濯時に、洗剤使用量が少なく臨界ミセル濃度以下になると、汚れ
を十分にミセル内に取り込むことができないため、再汚染等によって
衣類がかえって汚れてしまうことがあります。
　一方、たくさん洗剤を使用して、この臨界ミセル濃度より界面活性
剤の濃度を大幅に濃くしても、それに比例して洗浄効果が高まるわけ
ではありません。
　市販洗剤に示された「使用量の目安」量は（臨界ミセル濃度＋汚れ
や洗濯物に吸着して失われる濃度）が基本になっており、洗剤は「使
用量の目安」の表示に従って使用するのが最も効果的です。

Column  2　

水水
ミセルミセル

濃度が上がる

親油基
親水基
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1-2．洗濯用石けん

　洗濯用石けんは、界面活性剤として「石けん（長鎖脂肪酸のナトリウム塩及びカリウム
塩）」を用い、他の界面活性剤を含みません。
　製品形状としては、粉末、固形、液体があります。
　洗濯用石けんは合成洗剤と比較して、耐硬水性や低温溶解性に劣り、1回の使用量が多
く、すすぎ時に長鎖脂肪酸（酸性石けん）を生成して衣類に付着する等の性質があります。
　１回の使用量を少なくするために、純石けん分（Column 3 参照）以外の界面活性剤を補い、
純石けん分の使用量を低減する方法があります。
　家庭用品品質表示法では、洗濯用の場合、全界面活性剤に占める石けん以外の界面活性
剤の含有率が30％未満のものを複合石けんと呼び区別しています。

石けんの分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

石けん（粉末､ 固形）純石けん（長鎖脂肪酸塩） アルカリ剤、水軟化剤、工程剤

複合石けん

純石けん（長鎖脂肪酸塩）の含
有量が界面活性剤の総含有量の
70％以上。
非イオン界面活性剤、陰イオン
界面活性剤が30％未満。

水軟化剤、アルカリ剤、工程剤、
キレート剤、蛍光増白剤

石けん
　石けんは界面活性剤のひとつで、「長鎖脂肪酸のアルカリ塩」のことです。
　石けんは、長鎖脂肪酸という弱い酸と、強アルカリを化学的に反応させて作
られます（長鎖脂肪酸＋アルカリ性物質→長鎖脂肪酸のアルカリ塩＋水）。固形
石けんは、長鎖脂肪酸と水酸化ナトリウムを反応させてつくった長鎖脂肪酸の
ナトリウム塩で、粉末にすると粉石けんになります。一方、水酸化カリウムと
反応させると長鎖脂肪酸のカリウム塩ができます。長鎖脂肪酸のカリウム塩は、
ナトリウム塩より水に溶けやすい性質があり、液体や乳液状にして手洗い用液体
石けんなどとして使われています。
　「石けん」という用語は「長鎖脂肪酸塩（長鎖脂肪酸のナトリウム塩及びカリ
ウム塩）」の名称として用いられる場合と、長鎖脂肪酸塩を含む「製品の名称」
として用いられる場合があります。混乱を避ける意味で、家庭用品品質表示法
などでは、製品である「石けん」中の長鎖脂肪酸塩を「純石けん分」としてい
ます。

Column  3　 ＊「石けん」の表記について、「石鹸」、「セッケン」、
「石けん」等表記され、統一化されておらず、ここ
では「石けん」という表記を用います。



２．衣料用漂白剤
　洗剤が界面活性剤の作用で汚れを衣類から除去するのに対して、漂白剤は洗剤だけでは
落としにくい「しみ・黄ばみ」の成分を化学反応（酸化あるいは還元反応）によって分解
して白さを回復します。
　主に衣料用の漂白剤は酸化型漂白剤と還元型漂白剤があります。さらに酸化型漂白剤に
は塩素系と酸素系があります。

　酸化型漂白剤の「塩素系漂白剤」には高い漂白効果があり、主に染料の発色団（発色基）
を分解し、衣類 の色柄を退色させてしまう恐れがあるので、使用は白物衣料に制限され
ます。また、塩酸などを含む酸性タイプの洗浄剤と混合すると人体に有害な塩素ガスを発
生する場合があるので、製品のラベルに「まぜるな危険」「酸性タイプと一緒に使う（ま
ぜる）と有害な塩素ガスが出て危険」と表示して注意喚起しています。製品の形状は液体
型のみです。
　「酸素系漂白剤」は漂白効果が比較的穏やかであり、色・柄物の繊維製品にも使用でき
ます。製品の形状は粉末型と液体型があります。

　還元型漂白剤も使用は、白物衣料に制限されます。鉄さびの汚れを落とすのに効果があ
り、鉄分を含んだ水で黄ばんでしまった衣類の漂白に使われます。製品の形状は粉末型の
みです。

衣料用漂白剤の分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

酸　

化　

型

塩素系 液体 次亜塩素酸ナトリウム アルカリ剤、界面活性剤

酸素系
粉末 過炭酸ナトリウム アルカリ剤、安定化剤、漂白活

性化剤、界面活性剤、酵素

液体 過酸化水素 キレート剤、界面活性剤

還元型 粉末 二酸化チオ尿素
ハイドロサルファイト

炭酸塩、キレート剤、安定化剤、
蛍光増白剤

洗剤の種類12



３．衣料用仕上げ剤
　衣料用仕上げ剤として、柔軟仕上げ剤と糊剤があります。
　柔軟仕上げ剤は、洗濯後の衣料を柔らかく仕上げ、繊維の風合いの劣化を防ぎ、静電気
の発生を防止する目的で用いられます。繊維の平滑性と潤滑性を向上させて繊維間の摩擦
抵抗を減らし、柔軟性を付与すると考えられています。
　一方、糊剤は洗濯後の仕上げとして、繊維にハリやコシを出して形態及び寸法を保持し、
またしわ防止の目的で用いられます。

3-1．衣料用柔軟仕上げ剤

　柔軟仕上げ剤の有効成分としては、低濃度で繊維への吸着性に優れている陽イオン界面
活性剤が主に用いられます。陽イオン界面活性剤は、繊維に静電的及び疎水的相互作用で
繊維表面に吸着します。繊維に吸着した陽イオン界面活性剤は、規則性が高い構造をとる
ため、平滑性と潤滑性を向上させて繊維間の摩擦抵抗を減らし、柔軟性を付与すると考え
られています。
　陽イオン界面活性剤は洗剤の主成
分である陰イオン界面活性剤が多量
に残存していると、陰イオン界面活
性剤と複合体を形成して十分な効果
を発揮しません。そこで一般的には
陰イオン界面活性剤が取り除かれた
すすぎの最終段階で使用されます。

3-2．衣料用糊剤 

　糊剤の基剤としては、水に溶けるか水中で分散し、乾いたときに繊維に吸着して柔軟で
強い膜を形成するポリビニルアルコール（PVA）やポリ酢酸ビニル（PVAc）のような高
分子化合物が使われています。

衣料用仕上げ剤の分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

柔軟仕上げ剤 陽イオン界面活性剤

糊　剤
液体 水溶性ポリマー 安定化剤

スプレー 水溶性ポリマー 噴射剤（LPG等）

洗剤の種類 13
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４．台所用洗剤等
　台所用洗剤は一般家庭の食器具類や野菜・果物などの洗浄に用いられ、製品形状は現在
ではほとんどが液体です。

　その性能としては、①油汚れに対する洗浄力、②経口摂取に対する安全性、③手荒れ防
止の３つが求められます。
　食品衛生法では「洗浄剤であって野菜若しくは果実又は飲食器の洗浄の用に供されるも
の」について成分規格と使用基準が設けられています。          （Ⅳ２．食品衛生法　50 頁参照）
　なお、用途から野菜・果物は除外して ｢食器・調理用具、スポンジなど｣ に限定し、食
品衛生法の成分規格の適用義務が免除された製品も多くあります。また、食器洗い機用洗
剤も同様の理由で適用義務が免除された製品です。

4-1．台所用合成洗剤

　台所用合成洗剤には陰イオン界面活性剤のほか、いろいろな界面活性剤が用いられてい
ます。
　性能としては、油脂汚れに対する洗浄力が重要です。また、手荒れ防止のため皮膚刺激
性の少ない界面活性剤（あるいはその組み合わせ）が選ばれます。

4-2．台所用石けん

　台所用石けんには、主に界面活性剤として「石けん（長鎖脂肪酸のナトリウム塩及びカ
リウム塩）」を用い、他の界面活性剤を含みません。

4-3．自動食器洗い機用洗剤

　洗剤組成は界面活性剤のほか、アルカリビルダー、漂白剤、酵素などから構成されてい
ます。界面活性剤としては、過剰の泡立ちが引き起こす機械効率の低下を防ぐために低起
泡性のものが使用されます。
　欧米に比べると日本では自動食器洗い機の普及率は低いです。自動食器洗い機用洗剤は、
食品衛生法の成分規格（Ⅳ2．食品衛生法　50 頁参照）の適用を受けません。
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4-4．台所用漂白剤

　食器具類の黄ばみ等を取り除くために台所用漂白剤が用いられ、衣料用漂白剤と同じよ
うに、塩素系漂白剤と酸素系漂白剤（粉末）があります。漂白成分の食器等への接触性を
高め、それによる漂白性能を向上させるため、界面活性剤も少量配合されています。
　塩素系漂白剤は酸性タイプの洗浄剤と混合すると、人体に有害な塩素ガスを発生する場
合があるので、製品のラベルに「まぜるな、危険」「酸性タイプと一緒に使う（まぜる）
と有害な塩素ガスが出て危険」と表示して注意喚起しています。

4-5．クレンザー

　物理的な力により、こびり付いた汚れを取るものとしてクレンザーがあります。クレン
ザーには、二酸化ケイ素(シリカ)などの研磨剤のほか、泡立ちなどの目的で界面活性剤が
配合されています。強固に付着した汚れを効果的に取り除き、しかも対象素材を傷めない
ためには、用いる研磨剤の硬度が重要な項目となります。

台所用洗剤等の分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

台所用合成洗剤 陰イオン界面活性剤、非イオン
界面活性剤、両性界面活性剤 安定化剤、酵素

台所用石けん
（粉末、固形、液体） 界面活性剤（長鎖脂肪酸塩） キレート剤

台所用複合石けん
純石けん分の含有量が、界面活
性剤の総含有量の60％以上、非
イオン界面活性剤が40％未満

食器洗い機用洗剤 界面活性剤
アルカリ剤、水軟化剤、分
散剤、安定化剤、工程剤、
漂白剤、酵素、防さび剤

台所用
漂白剤

塩素系
(液体) 次亜塩素酸ナトリウム アルカリ剤、界面活性剤

酸素系
(粉末) 過炭酸ナトリウム アルカリ剤、安定化剤、界

面活性剤

クレンザー 粉末
液体 二酸化ケイ素（シリカ） 界面活性剤
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まぜるな危険！
　塩素系の漂白剤には次亜塩素酸ナトリウム(NaClO)が含まれています。
一方、酸性タイプの洗浄剤には塩酸(HCl)が含まれることがあります。こ
れらが混ざると化学反応が起こって塩素ガス（Cl２）が発生します。

NaClO ＋ ２HCl → NaCl ＋ H２O ＋Cl２ ↑

　同様に、酢のような酸性の物質と塩素系漂白剤が混ざっても塩素ガスが
発生します。
　塩素ガスは特有の刺激臭があり、眼、鼻、喉を刺激し、さらに高濃度・
長時間さらされると生命の危険を伴うことがあるので「まぜるな危険」と
表示されているのです。
　また、「塩素系漂白剤」を使った後すぐに「酸性洗浄剤」を使う、ある
いはその逆などの場合も同様に、塩素ガスが発生しますので、両者を続け
て使わないようにしましょう。

　塩素系の漂白剤や酸性タイプの洗浄剤には「まぜるな危険」「塩素系と
一緒に使う（まぜる）と有害な塩素ガスが出て危険」「酸性タイプと一緒
に使う（まぜる）と有害な塩素ガスが出て危険」と、表ラベルに大きく目
立つように表示されています。注意して使用しましょう。

（Ⅳ.1-3　特別注意事項　49 頁参照）

Column  4　

な
る
ぜ
ま

な
る
ぜ
ま

険
危

ご 注 意
必ずご使用前に「使用上の注意」と「使用方法」をお読みください。

●酸性タイプの製品と一緒に使う（まぜる） 

 と有害な塩素ガスが出て危険です。

●液が目に入ったらすぐに水で洗いましょう。

●お子さまの手にふれないようにしましょう。

●必ず換気をよくして使用しましょう。

塩素系

塩素系洗浄剤

な
る
ぜ
ま

な
る
ぜ
ま

険
危

ご 注 意
必ずご使用前に「使用上の注意」と「使用方法」をお読みください。

●塩素系の製品と一緒に使う（まぜる）と

 有害な塩素ガスが出て危険です。

●液が目に入ったらすぐに水で洗いましょう。

●お子さまの手にふれないようにしましょう。

●必ず換気をよくして使用しましょう。

酸性
タイプ

酸性タイプ洗浄剤



洗剤の種類 17

５．住宅・家具用合成洗剤及び洗浄剤
　浴室、トイレのように対象場所が汚れと洗剤（あるいは洗浄剤）を水で洗い流すことの
できる場所と、床、家具のように水で洗い流すことが困難な場所があります。住宅・家具
に対する洗浄剤では対象となる素材が多岐にわたり、その特性や付着する汚れも多様です。
　なお、家庭用品品質表示法では、洗浄の主な作用が界面活性剤（石けん以外）であるも
のを「合成洗剤」、洗浄の主な作用が界面活性剤ではなく、酸・アルカリまたは酸化剤の
化学作用によるものを「洗浄剤」として両者を区別しています。

（Ⅳ１．家庭用品品質表示法　47 頁参照）

5-1．ガラス用合成洗剤

　窓ガラスの室外側の汚れの原因には塵埃や車の排気ガスがあり、雨水中に含まれる各種
物質とともに固着し、頑固な汚れを形成します。室内側の汚れの原因には、綿ほこり、た
ばこの煙、揮発性有機物質、手垢（あか）などの皮脂汚れがあり、特に皮脂汚れは時間と
ともに酸化されて変質し、非常に落ちにくい汚れになります。
　ガラス用合成洗剤中の界面活性剤量は、ガラス表面における残存を少なくするために比
較的薄い配合になっています。脂肪酸を含む皮脂汚れを除去するために、ガラスへのしみ
残りが少ないアンモニアやエタノ－ルアミン類などのアルカリ剤が添加されます。
　ガラスは垂直に設置されている場合が多く、ガラス用洗剤は噴霧して使用する方法が主
流です。そのため、拭き取り性と液だれ性を考慮して泡量がコントロールされています。



5-2．浴室用合成洗剤及び洗浄剤

　浴室の汚れとしては、人体の分泌物である皮脂汚れやたんぱく質、石けんと水中のカル
シウム等とが反応してできる不溶性の脂肪酸金属塩が主です。
　また、浴室は湿気が多いことから、カビやぬめりなどの微生物汚れがあります。
　浴室用洗剤（洗浄剤）としては、浴室用合成洗剤、クレンザー、カビ取り用洗浄剤など
があります。
　「浴室用合成洗剤」の成分は、主として界面活性剤、キレート剤、溶剤、泡調整剤から
なっています。キレート剤は湯垢(あか)汚れの主成分である脂肪酸金属塩を分解し、可溶
性の塩にします。溶剤には、湯垢(あか)成分中の脂肪酸、皮脂成分などを溶解し洗浄効果
を向上させる作用があります。
　「クレンザー」の成分には、微粒子の二酸化ケイ素 (シリカ)、炭酸カルシウム、水酸化
アルミニウムなどの研磨剤が使用されています。
　「カビ取り用洗浄剤」の成分は、次亜塩素酸ナトリウムを主成分とするもので、その高
い酸化力により、かびが作る汚れの原因となる有機物汚れを漂白、分解します。塩素系漂
白剤と同じ成分であり、酸性タイプの洗浄剤と混合すると人体に有害な塩素ガスを発生す
るので、製品のラベルに「まぜるな危険」「酸性タイプと一緒に使う（まぜる）と有害な
塩素ガスが出て危険」と表示して注意喚起しています。

洗剤の種類18
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5-3．トイレ用合成洗剤及び洗浄剤

　トイレの汚れは、便器内の汚れと、便器の外側（便座や蓋、床や壁、手洗い場所など）
の汚れに分けられます。
　便器内の汚れは、尿石、糞便、水垢(あか)、微生物汚れ（黒ずみ、ぬめり汚れ）が主です。
尿石汚れとは、尿由来のリン酸カルシウムを主体とする固着汚れです。水洗トイレによく
見られる水垢(あか)汚れは、水道水中のケイ酸が陶器表面のガラス質と反応してケイ酸を
主成分とした不溶性の物質を作り、日が経つとともに強固な汚れに変化したものです。

　便器の内側には、液体のトイレ用合成洗剤あるいは洗浄剤が使用されます。
　トイレ用合成洗剤及び洗浄剤としては以下のものがあります。

トイレ用合成洗剤
界面活性剤とキレート剤が主成分で、液性は中性です。キレー
ト剤が尿石の主成分であるリン酸カルシウムに作用して、界面
活性剤が汚れを除去します。

　トイレ用洗浄剤
　　(酸性タイプ)　

塩酸と有機酸が主成分であり、これらの酸が、リン酸カルシウ
ムを分解し汚れを落とします。

　トイレ用洗浄剤
　　　(塩素系)

次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤の成分と同じ）が主成分
であり、安定化のためにアルカリ性になっています。尿石汚れ
の要素の一つとなっている汚れを分解して除去します。

クレンザータイプ シリカなどの研磨剤で汚れを落とします。

　便器の外側（便座や蓋、床や壁、手洗い場所など）の汚れは比較的除去しやすい汚れで
あり、これまで主に雑巾による水拭きが行われていましたが、最近では、掃除後そのまま
トイレに水洗廃棄できる繊維シート製のトイレ用清掃シートが使われるようになりまし
た。
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5-4．台所まわり用合成洗剤

　台所まわりの汚れは調理に由来する油汚れです。換気扇やその周囲の壁に付着した後、
時間とともに酸化・重合が進み、樹脂状になって、こびり付いた汚れになります。
　台所まわり用合成洗剤は、界面活性剤にアルカリ剤、溶剤が配合されており、強力な洗
浄力があります。
　界面活性剤に溶剤やアルカリ剤を配合することで、溶剤が樹脂化した汚れに浸透して膨
れ上がり（膨潤し）、アルカリ剤が作用することによる遊離脂肪酸の中和と油のけん化分
解で樹脂化した汚れの網状構造の一部を破壊した後、界面活性剤で除去します。

5-5．一般住宅・家具用合成洗剤

　一般住宅・家具用合成洗剤は、界面活性剤を主成分とした合成洗剤です。
　家具に使用する時、家具は使用素材が多種多様で、表面の仕上がりがデリケートなので、
素材の損傷という面から細心の注意が必要です。使用可能であれば一般住宅・家具用合成
洗剤を溶かした液を少量染み込ませ、固く絞った雑巾などで拭きます。
　近年増加した木質系床（フローリング）には、樹脂やワックス成分を保護成分として配
合した床用つや出し洗浄剤が使用されます。
　そのほか、住まいのほこりなどを除くために、化学モップや床用清掃シートが、その手
軽な床掃除法として使用されます。これらは不織布等を基体とし、流動パラフィン等を吸
着剤として少量含浸しています。
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一般住宅・家具用合成洗剤及び洗浄剤の分類と成分表

分　類 主　剤 補　助　剤

ガラス用 合成洗剤 界面活性剤 安定化剤

浴室用 合成洗剤 界面活性剤 キレート剤、泡調整剤、
溶剤

トイレ用

洗浄剤
（酸性タイプ） 塩酸、グリコール酸 界面活性剤

洗浄剤
（塩素系） 次亜塩素酸ナトリウム アルカリ剤、界面活性剤

合成洗剤 界面活性剤 キレート剤、泡調整剤、
安定化剤、研磨剤

換気扇、レンジ
用 合成洗剤 界面活性剤 アルカリ剤、溶剤、泡調

整剤

洗濯槽 クリーナー
（酸素系・粉末） 過炭酸ナトリウム アルカリ剤、安定化剤、

界面活性剤、防さび剤

排水パイプ用

洗浄剤
（塩素系・液体） 次亜塩素酸ナトリウム 水酸化ナトリウム、界面

活性剤

洗浄剤
（酸素系・粉末） 過炭酸ナトリウム 炭酸塩、硫酸塩、界面活

性剤

カビ取り剤 カビ取り剤
（塩素系） 次亜塩素酸ナトリウム 水酸化ナトリウム、界面

活性剤

一般住宅、家具
用 合成洗剤 界面活性剤 泡調整剤、分散剤、安定

化剤、pH調整剤
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　石けん・洗剤・洗浄剤などの製品表示については、家庭用品品質表示法、
食品衛生法、景品表示法およびその他の関連法などに基づいています。ま
た、消費者が製品を使うときのトラブルや事故を未然に防止するため、法
規に定められた表示内容に加えて、安全に使っていただくための使用方法
や注意などが表示されています。
　製品をより正しく安全に使うための表示内容が誰にでもわかりやすく伝
わるように、日本石鹸洗剤工業会は、絵表示を使った「安全図記号」を開
発し、これらの使用・適用方法等に関する自主基準（ガイドライン）を定
めて、2018年1月より製品に順次適用しています。
　安全図記号は、やってはいけないこと（禁止）と、必ずこうしてくださ
い（指示）を表す合計11種類の記号からなっており、必要に応じて、製品
の見やすい位置に表示されます。この記号は、ISO3864-3：2012に基づい
てデザインされ、「JIS S0101：2000消費者用警告図記号」に準拠しています。
消費者の理解を深めるための啓蒙活動とともに、日本石鹸洗剤工業会が日
本家庭用洗浄剤工業会（洗浄剤・漂白剤等安全対策協議会）等、国内外の
工業会と協調して普及を進めています。

（注）｢安全図記号｣ は、｢製品安全図記号｣ を省略した言葉です。

Column  5　確認しよう、安全図記号（注）

安全図記号の種類と意味
↓やってはいけません 〔禁止〕 ↓必ずこうしてください 〔指示〕

保護手袋を使用する
　使用する場合には、保護手袋で手を保護し
てください。ゴム製など洗剤類のしみこまな
い炊事用手袋をお勧めします。

子供の手が届くところに置かない
　子供は周囲のものをなんでも手に取り、 口に
入れてしまうことがあります。 また、手に取っ
た際に目に入ったり皮膚についたりすると、 
思わぬ事故を引き起こす可能性があります。 
子供の手の届かないところに保管してください。 保護手袋・マスクを使用する

　使用する場合には、必ずマスクと保護手袋
の両方を着用してください。

使用後は手を水で洗う
　使用後には、手を水で洗い、洗浄剤等が手
に残らないようにしてください。

目に入れない
　使用方法や取り扱い方により、誤って製品
が目に入ってしまうと、重大な事故を引き起
こす可能性があります。製品が目に入らない
ように注意して使用してください。

飲み物ではない
　飲み物や食べ物と間違えて飲食してしまう
と、食道や胃の粘膜を傷つけたり、気管に入
って窒息したりする可能性があります。飲み
物や食べ物と違う場所に保管するなどの注意
が必要です。

他の容器に移し替えない
　異なる容器に入れたため誤使用を引き起こ
したり、容器が腐食したりして事故を引き起
こしたり、緊急時に必要な情報がわからない
などの不都合を招くことがあります。指定外
の容器に移し替えないでください。

同時に使用しない
塩素系の漂白剤・洗浄剤と酸性タイプの洗浄
剤が混ざると、有毒な塩素ガスが発生し、と
ても危険です。これらの製品は同時に使用し
ないでください。

必ず換気する
　使用中は換気してください。換気をしない
と気分が悪くなることがあります。

※専用スプレーを使用する
　スプレー製品の付け替え製品を使用する場
合は、必ずその製品専用のハンドスプレー（ト
リガー）を使用してください。 異なる製品のハ
ンドスプレーを使用すると、使用中に製品が飛
び散ったり、 漏れたりすることがあります。

目に入った場合は、水で充分に
洗い流す
　誤って目に入った場合は、すぐに水で十分
洗い流してください。その後、直ちに医師の
診断を受けることをお勧めします。

図記号の説明は日本石鹸洗剤工業会の自主基準に基づいています。
※は洗浄剤･漂白剤等安全対策協議会の自主基準に記載の記号です。
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洗剤の構成成分



（III）洗剤の構成成分
　「（Ⅱ）洗剤の種類」中の表で「主剤」「補助剤」として示した名称の説明と、代表的な
物質について記載しました。

　洗剤は主に界面活性剤の働きにより汚れを取り除くものであり、洗剤の主成分は界面活
性剤です。しかし、それ以外にも多くの成分が配合されており、ビルダー、状態改良剤が
あります。また、酵素や漂白剤、蛍光増白剤などが配合される場合があります。

　洗剤の構成成分や配合の割合は、用途・目的によって異なります。
　対象物に対する洗浄力だけでなく、使いやすさ、人への安全性、環境適合性、対象物へ
の影響、長期保存安定性、経済性などを考慮して製品の配合が決められています。

１．界面活性剤
　家庭用洗剤類に用いられる界面活性剤は、環境中の微生物により容易に分解するものが
使われます。日本工業規格（JIS）では洗濯用及び台所用合成洗剤の微生物による生分解
度は、いずれも90％以上に決められています。
　食品衛生法では、「洗浄剤で陰イオン界面活性剤を含むものは、その生分解度は85％以
上でなければならない」となっています。

（Column 1  界面活性剤　6 頁参照）

洗剤の構成成分 25

3．構成成分情報表
　3-1-1．陰イオン界面活性剤（アニオン系） …………… 31頁～
　3-1-2．非イオン界面活性剤（ノニオン系） …………… 32頁～
　3-1-3．両性界面活性剤 ………………………………… 34頁　
　3-1-4．陽イオン界面活性剤（カチオン系） …………… 34頁～
 参照
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２．界面活性剤以外の成分
　洗剤は主成分の界面活性剤以外にも下記のような種々の成分が含まれています。

■　ビルダー（洗浄力増強剤）
　ビルダーとは、「そのもの自体では洗浄力がないか、あってもそれほど著しくないが、
洗剤組成中に配合されると界面活性剤とビルダーが相互に働き合って、洗浄能力を著しく
向上させるもの」と定義されます。
　界面活性剤の効果を高め、洗浄力を高める働きがあります。ビルダーに求められる作用
としては、カルシウムイオンやマグネシウムイオン等の水中に存在する金属イオンの悪
影響を防止する硬度成分封鎖作用、衣類等に付着する汚れを落としやすい液性（pH8.0～
11.0）に保つアルカリ緩衝作用、落ちた汚れを洗浄液中に分散し再付着を防止する分散作
用などがあり、水軟化剤、キレート剤、pH調整剤、アルカリ剤、分散剤等が使用されて
います。

（2-1. 水軟化剤、2-2. キレート剤、2-3. pH調整剤、アルカリ剤、2-4. 分散剤　27 頁参照）

　1970年代まではこれらの機能を兼ね備えたビルダーとして、トリポリリン酸ナトリウ
ム（STPP）が広く用いられてきました。リンは肥料などにも使われるように栄養価が高
いのですが、排水に含まれるリン分が湖沼等の富栄養化現象の原因ではないかと社会問題
となりました。
　そこで、リン系ビルダーのSTPPをやめて非リン系ビルダーであるゼオライトというビ
ルダーを代替配合し、新たな無リン洗剤が開発され、世界に先駆けて日本がほぼ100％の
無リン化を実現しました。ゼオライトには水の中に含まれ、洗浄力を弱めるカルシウムや
マグネシウムなどの硬度イオンを取り除き、高い洗浄力を維持する作用があります。
　また、洗剤のコンパクト化の流れの中で、高密度洗剤粒子の表面コーティング剤として
使用されることで、STPPの代替物から必須のプロセス助剤となるなど、ビルダーの役割
も洗剤の形態とともに変化してきています。

■　状態改良剤（あるいは保持剤）
　粉末洗剤ではその粉末性状を維持・向上させるために、また、液体洗剤には成分の分離・
析出等を防止するために配合されます。

（2-5. 泡調整剤　2-6. 溶剤　2-7. 安定化剤　28 頁参照）

■　その他
　界面活性剤とは異なる作用で汚れを分解・除去する成分として、酵素や漂白剤（あるい
は漂白活性化剤）が含まれることがあります。
　また、繊維に使用されている蛍光増白剤が、衣類の使用時または洗濯時に脱落するのを
補うために、蛍光増白剤を洗剤に配合することがあります。

（2-8. 酵素、2-9. 蛍光増白剤、2-10. 漂白剤､ 漂白活性化剤　28～29 頁参照）
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2-1．水軟化剤

　洗濯の際に水中に存在するカルシウムイオンやマグネシウムイオンのような金属イオン
（水の硬度成分ともいう）は、洗剤の主成分である陰イオン界面活性剤と強く結合し、そ
の性能を低下させるとともに、繊維等に付着して汚れを取れにくくします。したがって、
これらの金属イオンを封鎖する等によって除去する（水を軟化する）ことは、洗濯におい
て非常に重要なことであり、水軟化剤としてアルミノケイ酸塩やポリカルボン酸塩等が用
いられます。これらの成分は金属イオン（多価陽イオン）を一価のナトリウムイオンと交
換することにより、水の硬度成分である多価陽イオンによる悪影響を防止しています。

（3. 構成成分情報表　3-2-1. 水軟化剤　36 頁参照）

2-2．キレート剤

　キレート剤とは、金属イオン封鎖剤とも呼ばれ、脂汚れや湯垢(あか)中の脂肪酸金属塩
（カルシウム塩やマグネシウム塩）を水に溶けやすくするために用いられるもので、クエ
ン酸等の有機カルボン酸があります。

（3. 構成成分情報表　3-2-2. キレート剤　36 頁参照）

2-3．pH調整剤、アルカリ剤

　pH調整剤とは洗濯液を適度な液性（pH8.0～11.0）に保って、汚れを取り除きやすいよ
うにするための成分であって、炭酸ナトリウム、ケイ酸ナトリウム等のアルカリ性を保つ
性能（アルカリ緩衝能）を持つ物質が用いられます。
　また、住居用洗剤等の液体洗剤には脂汚れ中の長鎖脂肪酸やその変性物を中和・膨潤し
て、分散しやすくするアルカノールアミンが用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-3. pH調整剤、アルカリ剤　36 頁参照）

2-4．分散剤

　分散剤は、再付着防止剤（再汚染防止剤）とも呼ばれ、洗浄水中に分散した固体微粒子
汚れや乳化した油性汚れの再付着を防止する成分です。分散剤は繊維や汚れ成分に吸着し
て両者の電気的反発力を高めたり、汚れ成分を洗浄液中に安定に分散させて繊維への再付
着を防止します。ポリアルキレングリコール系物質、ポリアクリル酸系物質、セルロース
系物質等が用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-4. 分散剤　37 頁参照）
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2-5．泡調整剤

　洗濯機の全自動化、節水型洗濯機やドラム式洗濯機の増加に伴い、洗浄時の抑泡やすす
ぎ時の消泡の要求が高まっています。
　泡を調整するために、石けんやシリコーン消泡剤等が用いられます。石けんは本来水溶
性の界面活性剤ですが、洗浄液中のカルシウムイオンと反応して不溶性のカルシウム石け
んを形成し、消泡作用を示します。
　一方、適度な泡が洗浄剤の粘度を保ち、洗浄の効果を増加したい製品には泡増強剤が加
えられます。
　このように泡立ちが望まれる場合とそうでない場合があります。そのため起泡、泡の安
定化、抑泡、消泡等を技術的にコントロールするほか、薬剤でコントロールし調整します。

（3. 構成成分情報表　3-2-5. 泡調整剤　37 頁参照）

2-6．溶剤（ここでは有機溶剤を意味します）

　溶剤は通常の洗濯用洗剤等には用いられません。しかし、浴室用洗剤では、湯垢(あか)
成分中の遊離脂肪酸、皮脂成分などを溶解し洗浄効果を向上させる作用があるブチルカル
ビトール等がよく用いられます。
　また、長期にわたる経時変化で変性樹脂化した油汚れに対して、溶剤を作用させると樹
脂化した油汚れが膨潤し、アルカリ剤等が作用しやすくなります。この場合もエチルカル
ビトールやブチルカルビトール等のグリコールエーテル系溶剤が使用されます。

（3. 構成成分情報表　3-2-6. 溶剤　37 頁参照）

2-7．安定化剤

　液体洗剤が凍結して、成分の一部が析出したり、凍結融解後に分離したりするのを防止
する成分です。エタノール等が用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-7. 安定化剤　37 頁参照）

2-8．酵素

　衣類との接触面積が大きく除去が困難な比較的大きな汚れや繊維の奥に入り込んだ汚れ
を小さな単位に分解して水溶性化したり、界面活性剤による除去を容易にしたりするため
にプロテアーゼ（たんぱく質分解酵素）、リパーゼ（脂質分解酵素）、アミラーゼ（デンプ
ン分解酵素）、セルラーゼ（繊維素分解酵素）等が用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-8. 酵素　38 頁参照）
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2-9．蛍光増白剤

　染料の一種である蛍光増白剤は紫外線が当たると青紫色を発光し、黄色味を帯びたもの
が白く見える働きがあります。一般に白物衣料ではそれぞれの繊維に合わせて蛍光増白剤
により増白処理が行われています。しかし、この蛍光増白剤は、衣類の使用中あるいは洗
濯時に繊維から脱落します。この脱落した蛍光増白剤を洗濯時に補う目的で洗剤に配合さ
れます。スチルベン系増白剤等が用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-9. 蛍光増白剤　38 頁参照）

2-10．漂白剤、漂白活性化剤

　市販されている塩素系漂白剤には通常、次亜塩素酸ナトリウムが５～６％配合されてい
ます。次亜塩素酸は酸性条件下では不安定であり、ｐＨ5以下では塩素ガスを発生して分
解します。したがって、安定化のために製品のｐＨは11～12.5のアルカリ性に調整されて
います。次亜塩素酸塩のほかに、ジクロロイソシアヌル酸塩も塩素系漂白剤の基材として
使用されることがあります。

　塩素系漂白剤は酸性タイプの洗浄剤と混合すると、人体に有害な塩素ガスを発生するの
で、塩素系漂白剤を含んだ製品のラベルには「まぜるな危険」、「酸性タイプと一緒に使う
（まぜる）と有害な塩素ガスが出て危険」と表示して注意喚起しています。
　酸素系漂白剤としては液体剤型と粉末剤型があり、液体剤型には主に過酸化水素水が、
粉末剤型では過炭酸ナトリウムや過ホウ酸ナトリウムが漂白基材として使用されます。酸
素系漂白剤は洗剤の一成分として含まれることがあります。

　また、そのもの単独では漂白効果はないが、酸化剤である過酸化水素等と反応して有機
過酸化物を生じ、高い漂白効果を発揮する成分を加えることがあります。これらの成分は
漂白活性化剤と呼ばれ、ある種の有機酸アミドや有機酸エステルが用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-10. 漂白剤、漂白活性化剤　38 頁参照）
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2-11．柔軟仕上げ剤

　柔軟仕上げ剤の有効成分としては、低濃度で繊維への吸着性に優れ、柔軟性付与のよい
陽イオン界面活性剤が用いられます。炭素数が16～18の２本の疎水性長鎖アルキル基を
有するものが主です。
　最も一般的なものはビス（水素化牛脂）ジメチルアンモニウム塩ですが、このほかにジ
アルキルイミダゾリウム塩やジアミドアミンの塩酸塩タイプ、４級アンモニウム塩タイプ
が用いられます。最近では、生分解性の良いエステル型ジアルキルアンモニウム塩やアミ
ドエステル型ジアルキルアンモニウム塩が用いられるようになってきました。

（3. 構成成分情報表　3-2-11. 柔軟仕上げ剤　39 頁参照）

2-12．糊剤

　糊剤の主要成分としては、水に溶けるか分散し、乾いた時に繊維に吸着して柔軟で強い
膜を形成する高分子化合物が適しています。加工デンプンやポリビニルアルコール、ポリ
酢酸ビニルなどが用いられます。

（3. 構成成分情報表　3-2-12. 糊剤　39 頁参照）

2-13．研磨剤

　研磨剤としては、微粒子シリカ、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウムなどがあります。

（3. 構成成分情報表　3-2-13. 研磨剤　39 頁参照）



３．構成成分情報表
　界面活性剤は親油基に何を選ぶか、親水基に何を選ぶかにより、非常にたくさんの組み
合わせがあります。そこで、使用されているもののうち代表的な名称を載せました。また、
それに対応するCAS RN（注）も特定できるものは対にして付記しましたが、特定できない
ものは名称だけ、またCAS RNだけ掲載したものもあります。
　そして、よく使われる略号は【　】中に記載しました。
（注）CAS RN（CAS登録番号：CAS Registry Numbers®）は、アメリカ化学会の一部門である世界最大級
の化学情報サービス機関（Chemical Abstracts Service : CAS）が、化学物質に付与している番号。CASの
知的財産であり、CASの使用許可に基づいて使用されている。CASの事前許可なくCAS登録番号を再配布
することは禁じられている。

3-1．界面活性剤

3-1-1． 陰イオン界面活性剤(アニオン系)（1）

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

長鎖脂肪酸塩（石けん）

天然の牛脂やヤシ油、パーム油などの
動植物油脂を原料として作られる。主
に化粧石けん、洗濯用石けん、身体洗
浄料等に用いられる。ただし、低温で
は洗浄力が低下し、硬水ではカルシウ
ムイオンやマグネシウムイオンと反応
して、水に不溶な石けんカス（金属石
けん）を生じる。

オレイン酸ナトリウム
/143-19-1、
ステアリン酸ナトリウム
/822-16-2、
ラウリン酸カリウム
/10124-65-9

直鎖アルキルベンゼン
スルホン酸塩【LAS】

直鎖アルキルベンゼンをスルホン化し
て得られる。洗浄力、浸透力に優れ、
水への溶解性や起泡性と適度な泡安定
性に優れており、価格も安い。主に洗
濯用洗剤、台所用洗剤、住宅・家具用
洗剤等に用いられる。界面活性剤の中
で最も多く使われている。

デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
/1322-98-1、
ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
/25155-30-0、
アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム
（C10-13）
/68411-30-3

アルキル硫酸エステル
塩【AS】

長鎖アルコールを硫酸化して得られ
る。溶解性や洗浄性に優れ、主にシャ
ンプー、洗濯用洗剤、台所用洗剤、歯
磨き剤、化粧品等に用いられる。

オクチル硫酸ナトリウム/142-31-4、ラ
ウリル硫酸ナトリウム/151-21-3、モ
ノアルキル硫酸ナトリウム（C8-18）
/68130-43-8

アルキルエーテル硫酸
エステル塩【AES】

ポリオキシエチレンアルキルエーテル
【AE】を硫酸化して得られる。低温溶
解性に富み、耐硬水性や起泡性に優れ
ている。主にシャンプー、洗濯用洗剤、
台所用洗剤等に用いられる。

ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫
酸ナトリウム
/9004-82-4

アルキルリン酸エステ
ル塩 【MAP】

天然に存在するレシチンやケファリン
に近い構造や性質を有している。主に
化粧品、身体洗浄料等に用いられる。

リン酸ドデシルエステルナトリウム塩
/50957-96-5

アルファオレフィンス
ルホン酸塩 【AOS】

α-オレフィンをスルホン化して得ら
れる。洗浄力、起泡力に優れており、
主に洗濯用洗剤、台所用洗剤等に用い
られる。

テトラデセンスルホン酸ナトリウム
/11066-21-0
ヒドロキシアルカンスルホン酸とアルケ
ンスルホン酸のナトリウム塩
/68439-57-6
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3-1-1．陰イオン界面活性剤(アニオン系)（2）

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

アルファスルホ脂肪酸
メチルエステル塩
【α-SF、α-SFE】

主に洗濯用洗剤に用いられる。
ナトリウム＝１－メトキシ－１－オキソ
オクタデカン－２－スルホナート/4062-
78-6 

アルカンスルホン酸塩
【SAS】

主に洗濯用洗剤、台所用洗剤等に用い
られる。

オクタンスルホン酸ナトリウム/5324-
84-5、
テトラデカンスルホン酸ナトリウム
/6994-45-2

N-アシル-N-メチルタ
ウリン塩 主にシャンプー等に用いられる。 N-メチル-N-オレイルタウリンNa塩/137-

20-2

N-アシルアミノ酸塩
長鎖脂肪酸塩化物とアミノ酸から得ら
れる。皮膚刺激性が少なく、シャンプ
ー、洗顔用洗浄料として用いられる。

N-アシル-N-メチルグリシン塩、
N-アシルザルコシン塩、
N-ラウロイルザルコシンナトリウム塩
/137-16-6
N-アシル-N-メチル-β-アラニン塩/、
N-ラウロイル-Ｎ-メチル-β-アラニンナ
トリウム塩/21539-58-2
N-アシルグリシン塩/、
N-アシルグルタミン酸塩/
N-ラウロイル-L-グルタミン酸ナトリウ
ム塩/29923-31-7

ポリオキシエチレンア
ルキルエーテルカルボ
ン酸塩

ポリオキシエチレンアルキルエーテル
【AE】の末端をカルボン酸で置換した
もので、非イオン性～陰イオン性の性
質を有している。

－

3-1-2．非イオン界面活性剤(ノニオン系)（1）

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

ショ糖脂肪酸エステル
【SE】

ショ糖と脂肪酸のエステルで、安全性
に優れ、食品用乳化剤、化粧品用乳化
剤、台所用洗剤、食品用洗剤等に用い
られる。

ショ糖ステアリン酸エステル/25168-73-
4、
ショ糖ラウリン酸エステル/25339-99-5、
ショ糖パルミチン酸エステル/26446-38-
8、
ショ糖ステアリン酸ジエステル
/27195-16-0

ソルビタン脂肪酸エス
テル

ソルビトールと脂肪酸のエステルで、
安全性に優れ、主に台所用洗剤、化粧
品用乳化剤等に用いられる。

ソルビタンラウリン酸モノエステル
/1338-39-2､
ソルビタンステアリン酸モノエステル
/1338-41-6､
ソルビタンオレイン酸モノエステル
/1338-43-8､
ソルビタンパルミチン酸モノエステル
/26266-57-9

ポリオキシエチレンソ
ルビタン脂肪酸エステ
ル

主に台所用洗剤に用いられる。

ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸
エステル
/9005-64-5（ラウリン酸）
9005-65-6（オレイン酸）9005-67-8（ステ
アリン酸）



構
成
成
分
情
報
表　

界
面
活
性
剤
…
非
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
（
ノ
ニ
オ
ン
系
）

洗剤の構成成分／3.構成成分情報表／3-1.界面活性剤 33

3-1-2．非イオン界面活性剤ノニオン系（2） 

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

ポリオキシエチレン脂
肪酸エステル

化粧品・医薬品の乳化剤、可溶化剤等
に用いられる。

ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
/9004-81-3(ラウリン酸)
9004-96-0(オレイン酸)
9004-99-3(ステアリン酸)
68153-64-0(牛脂脂肪酸)

脂肪酸アルカノールア
ミド

脂肪酸塩化物とジエタノールアミンか
ら合成される。陰イオン界面活性剤と
併用することによって、発生した泡を
安定に保つ。主に台所用洗剤、シャン
プーに用いられる。

N,N-ビス（2-ヒドロキシエチル）脂肪酸ア
ミド
/93-83-4（オレイン酸）
120-40-1（ラウリン酸）
136-26-5（カプリン酸）
7545-23-5（ミリスチン酸）
8051-30-7（やし油脂肪酸）
45233-61-2（ウンデカン酸）

ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル（アル
キルポリエトキシレー
ト）【AE】

長鎖アルコールにエチレンオキシドを
付加重合して合成される。水の硬度や
電解質の影響を受けにくく、他の全て
の界面活性剤と併用出来る。主に洗濯
用液体洗剤、台所用洗剤、住宅・家具
用洗剤、化粧品用乳化剤等に用いられ
る。

ポリオキシエチレンアルキルエーテル
/9002-92-0（ドデシル）
9004-95-9（ヘキサデシル）
9004-98-2（オクタデセニル）
61791-13-7（やし油アルコール）
68002-97-1（C10～C16）

アルキルグリコシド
【AG】 主に台所用洗剤に用いられる。 n-デシルグリコシド/54549-25-6､

ドデシルグリコシド/27836-64-2

グリセリン脂肪酸エス
テル（アシルグリセリ
ン）

グリセリンの脂肪酸モノ及びジエステ
ルで、安全性に優れ、食品用乳化剤、
化粧品用乳化剤、台所用洗剤等に用い
られる。

オレイン酸ジヒドロキシプロピル
/111-03-5､
ステアリン酸ジヒドロキシプロピル
/123-94-4､
ラウリン酸ジヒドロキシプロピル
/142-18-7､
パルミチン酸ジヒドロキシプロピル
/542-44-9
脂肪酸（モノ、ジ）グリセリド
/67701-31-9 
不飽和脂肪酸（モノ、ジ）グリセリド
/67701-32-0 

ポリオキシエチレン脂
肪酸アミド

脂肪酸とモノエタノールアミンの縮合
物にエチレンオキサイドを付加重合し
て合成される。
シャンプー・身体洗浄剤･液体洗浄剤
の増粘増泡剤に用いられる。

ポリオキシエチレン脂肪酸アミド
/31587-78-7（ラウリン酸）
31799-71-0（オレイン酸）

ポリオキシエチレンヒ
マシ油及び硬化ヒマシ
油脂肪酸エステル

ヒマシ油（硬化）に酸化エチレンを付加
重合して合成される。医薬・化粧品用
基剤に用いられる。

ポリオキシエチレン水添ヒマシ油
/61788-85-0､
ポリオキシエチレンヒマシ油
/61791-12-6

ポリオキシエチレンア
ルキルアミン

pHによって、酸性で陽イオン、アル
カリ性で陰イオン、等電点付近で両性
イオンとなる。シャンプー､ 殺菌剤、
帯電防止剤、柔軟仕上げ剤、金属腐食
防止剤等に用いられる。

ポリオキシエチレンアルキルアミン
/61791-26-2（牛脂アルキル）
26635-92-7（オクタデシル）
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3-1-3．両性界面活性剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

アルキルアミノ脂肪酸
塩

酸性で陽イオン、中性以上のpHで両
性イオンとなる。陰イオン界面活性剤
と共用して洗浄力、起泡力を高め、台
所用洗剤やシャンプーに用いられる。

3-（ドデシルアミノ）プロピオン酸
/1462-54-0､
N-テトラデシル-βーアラニン
/14960-08-8

アルキルベタイン

【AES】と併用することによって、洗浄
力を増すとともに、起泡力も増大する。
皮膚に対しても、より温和になる。主
に台所用洗剤、シャンプーに用いられ
る。

アルキルベタイン
/820-66-6（オクタデシル）
2601-33-4（テトラデシル）
2644-45-3（デシル）､
ココアルキルジメチルベタイン
/68424-94-2

アルキルアミンオキシ
ド 【AO】

主に台所用洗剤、シャンプーに用いら
れる。

N,N-ジメチルドデシルアミン－N－オキ
シド
/1643-20-5､
N,N-ジメチルオクタデシルアミン－N－
オキシド
/2571-88-2

3-1-4．陽イオン界面活性剤(カチオン系)
●　第４級アンモニウム塩

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

アルキルトリメチルア
ンモニウム塩

長鎖アルキル３級アミンを塩化メチル
で４級化して得られる。親油基と親水
基（陽イオン性）から出来ており、その
陽イオン部分が繊維に吸着して、繊維
に柔軟性を付与する。帯電防止剤、ヘ
アリンスにも用いられる。

トリメチルドデシルアンモニウムクロリ
ド/112-00-5､
トリメチルヘキサデシルアンモニウムク
ロリド/112-02-7､
トリメチルヘキサデシルアンモニウムブ
ロミド/57-09-0､
トリメチルオクタデシルアンモニウムク
ロリド/112-03-8、
トリメチルオクタデシルアンモニウムブ
ロミド/1120-02-1、
トリメチルココアルキルアンモニウムク
ロリド/61789-18-2

ジアルキルジメチルア
ンモニウム塩

２本の親油基と親水基(陽イオン性)と
から出来ており、その陽イオン部分が
繊維に吸着して、２本の親油基が繊維
に柔軟性を付与する。

ジメチルジオクタデシルアンモニウムク
ロリド/107-64-2､
ジメチルジヘキサデシルアンモニウム
クロリド/1812-53-9､
ビス（水素化牛脂）ジメチルアンモニウム
クロリド/61789-80-8

アルキルジメチルベン
ジルアンモニウム塩

長鎖アルキル３級アミンを塩化ベンジ
ルで４級化して得られる。殺菌剤や消
毒洗浄剤として用いられる。

ベンジル（ドデシル）ジメチルアンモニウ
ムクロリド/139-07-1､
ベンジルココ（アルキル）ジメチルアンモ
ニウムクロリド/61789-71-7
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●　アルキルアンモニウム塩

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

エステル型ジアルキル
アンモニウム塩

２本の親油基と親水基（陽イオン性）と
から出来ており、その陽イオン部分が
繊維に吸着して、2本の親油基が柔軟
性を付与する。

ビス［2－（ステアロイルオキシ）エチル］
ジメチル
アンモニウム=クロリド/67846-68-8
ビス［2-（ヘキサデカノイルオキシ）エチ
ル］ジメチルアンモニウム＝クロリド
/97158-31-1
オクタデセン酸、トリエタノールアミン
との反応生成物、ジメチルサルフェート
4級化/85408-12-4

アミド型アルキルアン
モニウム塩

親油基と親水基（陽イオン性）から出来
ており、その陽イオン部分が繊維に吸
着して、繊維に柔軟性を付与する。

ステアラミドプロピルジメチル－β－
ヒドロキシエチルアンモニウム塩/2646-
11-9（塩酸塩）
2764-13-8（硝酸塩）
3758-54-1（リン酸塩）
61792-35-6（硫酸塩）

●　ジアルキルイミダゾリニウム塩

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

ジアルキルイミダゾリ
ニウム塩

2本の親油基と親水基（陽イオン性）と
から出来ており、その陽イオン部分が
繊維に吸着して、２本の親油基が繊維
に柔軟性を付与する。

－
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3-2-1．水軟化剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

アルミノケイ酸塩 水中のカルシウムイオンやマグネシウ
ムイオンをイオン交換によって取り込
んで、水の硬度を下げ、洗浄力の低下
を防ぐ。湯垢(あか)や脂汚れ中の脂肪
酸金属塩を複分解させ、可溶性の塩に
して、汚れを取り除きやすくする。

ゼオライト/1318-02-1､
ケイ酸アルミニウムナトリウム塩/1344-
00-9

ポリアクリル酸塩 ポリアクリル酸ナトリウム塩/9003-04-7

アクリル酸/マレイン
酸のコポリマー

アクリル酸・マレイン酸共重合物
/29132-58-9

3-2．界面活性剤以外の成分

3-2-2．キレート剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

アクリル酸/マレイン
酸のコポリマー

水中のカルシウムイオンやマグネシウ
ムイオンをキレート作用によって取り
込んで、水の硬度を下げ、洗浄力の低
下を防ぐ。湯垢(あか)や脂汚れ中の脂
肪酸金属塩を複分解させ、可溶性の塩
にして、汚れを取り除きやすくする。

アクリル酸・マレイン酸共重合物/29132-
58-9

クエン酸塩
クエン酸三ナトリウム/68-04-2､
クエン酸二水素カリウム/866-83-1､
クエン酸三カリウム/866-84-2

エチレンジアミン四酢
酸（塩） 【EDTA】

エチレンジアミン四酢酸
/60-00-4､
エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム
/13235-36-4
エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム
/139-33-3　/6381-92-6(二水和物)

3-2-3．pH調整剤、アルカリ剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

炭酸塩

洗濯液をアルカリ性に保って、汚れを
取り除きやすいようにするための成
分。脂汚れ等を分解・分散する働きが
ある。

炭酸ナトリウム/497-19-8、
炭酸カリウム/584-08-7､
炭酸水素ナトリウム/144-55-8

ケイ酸塩 ケイ酸ナトリウム/1344-09-8､
ケイ酸カリウム/1312-76-1

アルカノールアミン
2－アミノエタノール/141-43-5､
ジエタノールアミン/111-42-2､
トリエタノールアミン/102-71-6

水酸化ナトリウム 水酸化ナトリウム/1310-73-2
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3-2-4．分散剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

ポリアルキレングリコ
ール（ポリオキシアル
キレン）

洗浄水中に分散した固体微粒子汚れの
再付着を防止する成分。

ポリエチレングリコール 【PEG】/25322-
68-3､
ポリプロピレングリコール 【PPG】
/25322-69-4

ポリビニルアルコール
（ポバール） 【PVA】

ポリビニルアルコール
/9002-89-5

ポリビニルピロリドン
【PVP】

ポリビニルピロリドン
/9003-39-8

カルボキシメチルセル
ロース（セルロースガ
ム） 【CMC】

カルボキシメチルセルロース/9000-11-
7､
ナトリウムカルボキシメチルセルロース
/9004-32-4

ヒドロキシプロピルメ
チルセルロース
【HPMC】

ヒドロキシプロピルメチルセルロース
/9004-65-3

3-2-5．泡調整剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

シリコーンオイル 泡を調整するための成分。 ポリジメチルシロキサン/63148-62-9､
ポリジエチルシロキサン/63148-61-8

3-2-6．溶剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

グリコールエーテル類

こびりついた変性油汚れを膨潤させた
り、湯垢(あか)成分中の遊離脂肪酸、
皮脂成分などを溶解したりして洗浄効
果を向上させる。換気扇・レンジ用洗
剤や浴室用洗剤に含まれる。

ジエチレングリコールモノ－n－ブチル
エーテル（ブチルカルビトール）/112-
34-5

3-2-7．安定化剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

凍結防止剤 凍結防止。 エタノール（エチルアルコール）
/64-17-5
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3-2-8．酵素

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN号

酵素類

衣類との接触面積が大きく、除去が困
難な比較的大きな汚れや繊維の奥に入
り込んだたんぱく質や油脂成分の汚れ
を分解して界面活性剤による除去を容
易にする物質。

プロテアーゼ/9001-92-7

リパーゼ/9001-62-1

アミラーゼ/9000-92-4

セルラーゼ/9012-54-8

3-2-9．蛍光増白剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

ビス（トリアジニルア
ミノ）スチルベンゼン
スルホン酸誘導体

白物衣料に使用される染料の一種で、
紫外線が当たると青紫色を発光し、黄
色味を帯びたものが白く見える。使用
あるいは洗濯時に繊維から脱落した蛍
光増白剤を補うために使用する。

Clフルオレスセント260
/16090-02-1､
４，４’－ビス（２－スルホスチリル）
ビフェニルニナトリウム
/27344-41-8

3-2-10．漂白剤、漂白活性化剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

塩素系漂白剤

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
漂白力が強く、除菌・除臭効果が高い。
白物専用で、対象繊維も綿や化学繊維
に限られ、毛や絹への使用には適さな
い。次亜塩素酸ナトリウムは塩素系カ
ビ取り剤としても使用される。酸性タ
イプの製品と一緒に使うと有毒な塩素
ガスが出て、危険である。

次亜塩素酸ナトリウム/7681-52-9

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解する。風呂水清浄剤の
有効成分として用いられる。

ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム
/2893-78-9､
ジクロロイソシアヌル酸カリウム/2244-
21-5

酸素系漂白剤

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
比較的漂白効果が穏やかで、色・柄物
の繊維製品に使用できる。

過酸化水素/7722-84-1

過ホウ酸ナトリウム/7632-04-4

過炭酸ナトリウム/4452-58-8

還元系漂白剤
鉄分による黄ばみや、塩素系漂白剤に
よる一部樹脂加工品の黄変の回復に有
効である。

二酸化チオ尿素/4189-44-0

ハイドロサルファイト/7775-14-6
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3-2-11．柔軟仕上げ剤　
→　3-1-4．陽イオン系（カチオン系）と内容的に同じ。

3-2-12．糊剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

合成系糊剤

乳化重合で得られるPVAcエマルショ
ンは、家庭用洗濯糊として用いられ、
分散液は高濃度で粘度が低く、水に分
散しやすい。木綿よりも合成繊維に対
する効果が高い。

ポリ酢酸ビニル 【PVAc】
/9003-20-7

ポリ酢酸ビニルを鹼化(けんか)して得
られ、強靱で透湿性の糊膜をつくる。
一般に80～90％の鹼化(けんか)率のも
のが多く用いられる。

ポリビニルアルコール 【PVA】
/9002-89-5

天然系糊剤 水に溶け繊維に浸透しやすく、柔軟で
強く、よく繊維に接着する膜をつくる。

酸化処理デンプン/65996-62-5、
加工デンプン

3-2-13．研磨剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

鉱物系研磨剤

目の粗い粉は木製のものを洗うクレン
ザーに使用され、ステンレス、タイル、
ホーロー、プラスチック等を洗うクレ
ンザーには、傷をつけないために細か
い粒子のものが使用される。

ケイ酸アルミニウム系鉱物、
ケイ酸系鉱物、
炭酸カルシウム系鉱物、
アルミナ系鉱物
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3-2-14．その他
●　洗浄剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

酸性タイプ

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
アルカリ性の洗浄剤の次亜塩素酸ナト
リウムと一緒に使うと有毒な塩素ガス
が出て危険である。

塩酸/7647-01-0

グリコール酸/79-14-1

塩素系洗浄剤

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
漂白力が強く、除菌・除臭効果が高い。
白物専用で、対象繊維も綿や化学繊維
に限られ、毛や絹への使用には適さな
い。次亜塩素酸ナトリウムは塩素系カ
ビ取り剤としても使用される。酸性タ
イプの製品と一緒に使うと有毒な塩素
ガスが出て、危険である。

次亜塩素酸ナトリウム/7681-52-9

酸素系

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
比較的漂白効果が穏やかで、色・柄物
の繊維製品に使用できる。

過炭酸ナトリウム/4452-58-8

●　カビ取り剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

塩素系カビ取り剤

汚れの原因となる有機物汚れを化学反
応によって分解し、白さを回復する。
漂白力が強く、除菌・除臭効果が高い。
白物専用で、対象繊維も綿や化学繊維
に限られ、毛や絹への使用には適さな
い。次亜塩素酸ナトリウムは塩素系カ
ビ取り剤としても使用される。酸性タ
イプの製品と一緒に使うと有毒な塩素
ガスが出て、危険である。

次亜塩素酸ナトリウム/7681-52-9

●　噴射剤

種　類 主な用途／役割 代表的な物質名／CAS RN

液化石油ガス 【LPG】 糊剤の噴射剤として使用される。 液化石油ガス/68476-85-7
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４．より詳しい情報の入手先
　本冊子には、その物質の化学式やいろいろな特性（有害性や物理的な危険性など）は記
載していませんが、現在インターネット上では名称やCAS RN等より簡単にこれらを調べ
ることができます。下記にウェブサイトで利用できる日本語の情報を記載しました。

　しかし、これらのサイトから得られる情報はほとんど単一物質の情報であり、製品中に
含まれる量やどれだけ体に取り込まれたかによって、その影響は異なりますので注意が必
要です。

独立行政法人 製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター
　　 化学物質総合情報提供システム （NITE-CHRIP）
　　　 https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）の国際化学物質安全性カード（ICSC）日本語版
　　　 http://www.nihs.go.jp/ICSC/

環境省 化学物質の環境リスク評価書
　　　 http://www.env.go.jp/chemi/risk/index.html 
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Column  6　　洗剤の歴史

石けん登場
　洗浄剤として大昔より植物を焼いた灰が用
いられていました。また、油も洗浄に使用さ
れてきました。古代メソポタミア文明のシュ
メール人は、その植物灰と油を煮て石けんを
作っていたようです。
　８世紀頃には、石けん作りは家内工業とし
て定着し、12世紀頃から、海藻灰と地中海沿
岸のオリーブ油を原料とした現在の石けんに
近いものが、工業的に生産され始めてヨーロッパ中に広がりました。海藻灰とオリ
ーブ油からの石けん作りは量産が困難で高価な貴族のぜいたく品でした。
　日本に初めて石けんが入ってきたのは、戦国時代末期（16世紀後半）です。ポル
トガル船によってもたらされ、主に大名や貴族の間で薬として使用されました。

石けんの量産化
　18世紀に入り、フランス人ルブランによって、硫酸ナトリウムに石灰石と石炭をま
ぜて加熱して炭酸ナトリウムを取り出すルブラン法が発明されました。その後ベルギ
ー人ソルベーによって、食塩水にアンモニアガスと炭酸ガスを吹き込んで安価で品質
の高い重炭酸ナトリウムを作るソルベー法（1867年に実用化）が発明されました。
　また、19世紀に入りフランス人のシュブルールが、それまでの石けんの成分を調
べ、油脂が脂肪酸からできていて、その脂肪酸と植物灰の中のナトリウムやカリウ
ムが結びついて石けんができることを発見しました。
　これらにより、当時手に入りやすくなった炭酸ナトリウムと油脂から石けんが作
れるようになり、ようやく庶民が石けんを使えるようになりました。

合成洗剤登場
　第１次世界大戦（1914－1918年）によりドイツは食糧難となり、食糧となる油
脂でなく石油から石けんが作れないか研究した結果、石油系合成界面活性剤で合成
洗剤を作り出しました。しかし、まだその洗浄力は低いものでした。
　第２次世界大戦（1939－1945年）により、南洋諸島のヤシ油が入手できなくな
ったアメリカは合成洗剤の活用に乗り出し、洗浄力が低かった合成洗剤に配合剤（ビ
ルダー）を入れて高い洗浄力を得ることができました。その後、電気洗濯機の普及
とともに合成洗剤が普及していきました。

環境問題の発生
　戦後、急速に普及していった合成洗剤は、微生物が分解しにくい分岐鎖アルキル
ベンゼンスルホン酸塩【ABS】が主体でした。国内の河川や湖沼の水質汚染問題の
深刻化により、1960年代後半に微生物が分解しやすい直鎖アルキルベンゼンスルホ
ン酸塩【LAS】が使用されるようになり、ABSは使用されなくなりました。
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リン成分の規制と酵素入り洗剤の登場
　1970年代にリンによる富栄養化問題が発生し、リン化合物の削減が検討されまし
た。合成洗剤中にビルダーとして使用されていたリン酸塩の削減が検討されました
が、そのまま削減すると洗剤の機能低下が起こります。工業会が段階的削減を打ち
出し、界面活性剤の選択、アルカリ塩の増量、無リン系水軟化剤の配合などにより、
1980年に無リン合成洗剤の開発が成功しました。現在は家庭用合成洗剤のほとんど
が無リン洗剤となりました。
　一方、洗浄効果を高めるための助剤として、たんぱく質分解酵素を配合すること
が試みられ、わが国では1968年に初めて、たんぱく質分解酵素配合の洗剤が販売さ
れました。その後、いろいろな分解酵素が配合されるようになりました。

コンパクト型洗剤の登場
　従来の粉末洗剤は、梅雨時でもさらさらした状態に保つために、洗剤の粒子が中
空でした。そのため大変かさばるものでした。そこで1980年代後半、新しい粉末造
粒技術が開発され、中空をなくし粉末化剤を減らすことができ、１回の洗濯での使
用量がコップ七分目から付属スプーン１杯で済むようになりました。
　一方、液体洗剤は粉末合成洗剤の生産が粉末石けんを上回った1960年代前半から
登場しましたが、粉末洗剤の剤型がコンパクト型にシフトした後も、粉末優位の
構図は約50年弱変わることはありませんでした。2009年に、液体洗剤においても
コンパクト型が登場し、すすぎが1回で済むことや洗剤使用量は半分以下でまかな
えるようになったことなどが消費者に受け入れられて普及しました。2011年には、
液体洗剤の販売量が粉末洗剤を初めて上回り、その後も液体洗剤の比率が高くなって
います。

環境問題の深まり
　すべての化学物質による人と環境への影響を最小化することが1992年の国連環
境サミットで合意されています。業界では、1998年から主要河川での主な界面活性
剤濃度のモニタリングを継続して生態系リスク評価を報告するなど、これらの課題
に先行して取り組み、また生分解性の良い洗剤基剤への置き換えと公共機関によ
る下水道の普及率の向上が相まって、環境水質が改善されています。
　さらに、容器包装リサイクル法が1995年に制定され、容器包装の廃棄物の減量お
よび再生資源の有効な利用が図られています。

今後の洗剤
　最近の洗濯用洗剤のトピックスは、超濃縮液体洗剤の普及です。コンパクト化に
よる省資源、環境負荷低減とともに、すすぎ回数の低減（すすぎ１回）で、節水・
節電・時短を実現しました。他に、部屋干し臭や悪臭を防ぐために、抗菌効果等
を発揮する洗剤が好まれています。剤形を変えた１回に１個を入れるジェルボー
ル型洗剤が2014年に発売され、その使いやすさが受け入れられました。洗剤類は
これからどんなふうに変わっていくのでしょうか？楽しみですね。
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Column  7　　石けん・洗剤の安全性

１．安全とはどういうことでしょうか？
　化学物質の安全とは、ヒトや動植物に悪い影響を及ぼす可能性が十分に低いこと
です。天然でも、合成されたものでも、危険の度合い（リスク）は、その有害性（毒
性）の程度と、その物質を身体に取り込む量によって決まります。つまり、「100%
安全である」というものはなく、量によってはすべてのものが、私たちの身体に害
を与える可能性があります。例えば、食塩や砂糖、お酒なども、量が多すぎれば身
体に悪い影響がでます。つまり、「100%安全なもの＝リスクゼロ」があるのではな
く、それぞれのものに「安全に使用できる量」があるのです。
　石けん・洗剤についても同様で、私たちの身体に影響が出ない量で使われること
で、安全であるといえるのです。この考えに基づき、各メーカーでは、通常使用の
場合、誤使用の場合の両方について、次のような項目について安全性を評価してい
ます。

２．通常使用の場合の安全性
　毎日繰り返し長年身体に取り込まれたときの影響は、動物に悪影響がない最大値
（無毒性量）と日常生活で人体に入ると考えられる最大量（人体最大摂取量）から
確認します（長期毒性）。この2つの量の比である安全率が100倍以上であれば「リ
スクは小さい」という表現を使って、安全性に問題ないことを示すのが、世界的な
目安です。

　洗剤主成分の界面活性剤はいずれも安全率が100倍を超えており、リスクは小さ
い＝安全性に問題ないことが示されており、この他に、体内に入った場合、子孫へ
の影響について、発がん性や突然変異、またアレルギーを起こさないかなどさまざ
まな試験が実施され、いずれも問題ないことが確認されています。

石けんの分類と成分表

通常使用時

慢性作用
長期毒性
吸収・分布・代謝・排泄性

発がん作用 発がん性　変異原性

次世代への影響 催奇形性　繁殖性

皮膚への影響
皮膚刺激性
皮膚感作性（アレルギー性）

誤摂取･誤使用時 急性作用 急性毒性　眼刺激性
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３．誤って使用した場合の安全性
　誤って多量に飲み込んでしまった場合の影響は、急性毒性試験によって確かめら
れています。毒性の強さは、どれだけの量を一度に与えられたら動物の半数が死ぬ
かの量（LD50値）が指標となります。石けん・洗剤のLD50値は、食塩（3.5g/Kg体重）
やベーキングパウダー（3～4g/kg体重）と同程度であります。

　誤って飲み込んだときは、製品の注意指示にしたがって速やかな処置をしてくだ
さい。また、身近な救急の医療機関の指導を受けてください。

◇中毒事故が起こり、受診の必要性や応急手当がわからないときのご相談（参考）

　・公益財団法人 日本中毒情報センター

　　　http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf
　　一般専用　（情報提供料：無料)    

 　　　■大阪中毒　110番（24時間対応） 072-727-2499

 　　　■つくば中毒110番（9時～21時対応） 029-852-9999

４．公的機関による安全性の評価
　1960年代から1970年代の、まだ洗剤の歴史が浅い時代には、新しいものへの
不安もあって、人体に対する影響が問題提起されたことがありました。

　これを受けて、厚生省や科学技術庁（当時）をはじめ、東京都、大阪府、神奈川
県、横浜市、川崎市、札幌市など地方自治体でも、洗剤の催奇形性、発がん性、肝
機能障害や不妊に対する影響なども含めた安全性を確認する試験や調査が行われ、
1983年にいずれも問題がないと結論づけられました(注)。イギリスやアメリカなどで
も、同じような安全性が確認されています。

　OECD（経済協力開発機構）の化学物質安全点検プログラムにおいても、信頼性
があると認められた様々なデータを基にし、2005年に合成洗剤によく使われている
LASの安全性に問題がないという結果が出されました。

（注）洗剤の毒性とその評価
　　 厚生省環境衛生局食品化学課・編（1983）
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(IV）洗剤に関連する法規制等
　洗剤は他の製品と同様に、安全性の確保、環境の保全、品質の保証そして消費者保護の
ために、いくつかの法律の適用を受けます。ここでの洗剤等の家庭用製品が適用を受ける
主な法規制として、以下のものが挙げられます。

１．家庭用品品質表示法（所管官庁：内閣府消費者庁）
　家庭用品の品質の適正化を図り、一般消費者の利益を保護することを目的とする家庭用
品品質表示法では、一般消費者が使用する際に選択の目安になるように、用途や使用上の
注意を始めとする家庭用品の品質に関する表示の記載を義務付けています。

1-1．家庭用品品質表示法における洗剤の種類

　同法設立時の社会的背景を反映して、合成洗剤と石けんを明確に分けて表示する法律に
なっています。なお、化学的には石けんも多くの界面活性剤の一つであり、石けんだけを
特に分けて扱う理由はありません。
　洗浄の主な作用が界面活性剤でなく酸・アルカリまたは酸化剤の化学作用によるものを
「洗浄剤」として区別していますが、食品衛生法などの定義とは異なるので注意が必要です。
以下に一部定義と表示事項を記載しました。

品　目 定　義 （一部のみ記載）

合成洗剤
その主たる洗浄作用が、純石けん分以外の界面活性剤
の界面活性作用によるもの。

洗濯用または台所用の石けん

その主たる洗浄作用が、純石けん分の界面活性作用に
よるもの（純石けん分以外の界面活性剤を含有しない場
合は「石けん」、含有する場合は「複合石けん」と呼び区
別する）。

住宅または家具用の洗浄剤
その主たる洗浄作用が、酸、アルカリまたは酸化剤の
化学作用によるもの。

衣料用、台所用または住宅用
の漂白剤

酸化剤（塩素系もしくは酸素系）、又は還元剤の成分が
含まれているもの。

台所用、住宅用または家具用
の磨き剤（クレンザー）

主として研磨の用に供されるもの（つや出しの用に供せ
られるものを除く）。
台所用、住宅用又は家具用に使われるもので、研磨材
を含むものに限る。
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1-2．家庭用品品質表示法における品目と表示

品　目
表　示

品　名 品名以外の表示

合成洗剤
洗濯用合成洗剤

・成分
・液性
・用途
・正味量
・使用量の目安
・使用上の注意

台所用合成洗剤
その他の（用途を適切に表現した）合成洗剤

洗濯用または台所用の
石けん

洗濯用石けん
洗濯用複合石けん
台所用石けん
台所用複合石けん

住宅または家具用の洗
浄剤

（用途を適切に表現した）
洗浄剤

衣料用、台所用または
住宅用の漂白剤

（用途を適切に表現した）
漂白剤

・成分
・液性
・正味量
・使用方法
・使用上の注意

「使用上の注意」としては、次のようなものがあります。
•子供の手が届くところに置かない。
•用途以外に使用しない。
•万一飲み込んだり、目に入ったりした場合には、応急処置を行い、医師に相談する。

　洗濯用合成洗剤のラベル例

品　名 洗濯用合成洗剤

用　途 綿・麻・合成繊維用 液性 弱アルカリ性

正味量 ○○kg 使用量の目安 水○○Lに対して○○g

成　分
界面活性剤（○○％、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル・・・）、水軟化剤（アルミノケイ酸塩）、アルカリ剤（炭酸塩）、
分散剤、蛍光増白剤、酵素

使用上の注意●子供の手の届く所に置かない。●用途以外に使わない。●使用後は手をよく水で洗い、
クリームなどでのお手入れを。●荒れ性の方や長時間使う場合、また洗剤をブラシにつけて洗う時
は炊事用の手袋を使う。

応急処置●目に入った時には、こすらず流水でよく洗い流す。異常が残る時は眼科医に相談する。
●飲み込んだ時は、吐かずに口をすすぎ、牛乳か水を飲むなどの応急処置を行い医師に相談する。

○○○株式会社　〒○○○-○○○○　東京都・・・・・　電話・・

（日本石鹸洗剤工業会 　2002)
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　なお、衣料用の柔軟仕上げ剤や糊剤は同法の指定品目に該当しませんが、工業会では自
主基準を設けて、洗剤類とほぼ同様の表示を行っています。

1-3．特別注意事項

　その他塩素系の洗浄剤、酸性タイプの洗浄剤には「特別注意事項」として、以下のよう
な表記がされます。

洗浄剤の種類 特別注意事項

塩素系の洗浄剤

◦  「まぜるな危険」
◦  「塩素系タイプ」
◦  「酸性タイプの製品と一緒に使う（まぜる）と有害な塩素ガス
　　が出て危険」
◦  「目に入ったときは、すぐ水で洗う」
◦  「子供の目に触れないようにする」
◦  「必ず換気をよくして使用する」

酸性タイプの
洗浄剤

◦  「まぜるな危険」
◦  「酸性タイプ」
◦  「塩素系の製品と一緒に使う（まぜる）と有害な塩素ガスが出
　    て危険」

（特別注意事項のラベル例は Column 4  まぜるな危険！　16 頁参照）
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２．食品衛生法（所管官庁：厚生労働省）
　「飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止し、もって国民の健康の保護を図ること」
を目的とする食品衛生法において「洗浄剤であって野菜若しくは果実又は飲食器の洗浄
の用に供されるもの（第62条2項）」は、その適用を受けます。食品衛生法では「洗浄剤」
という用語を使い、成分規格と使用基準が設けられています（家庭用品品質表示法での「洗
浄剤：酸、アルカリ等の配合がされているもの」とは定義が異なるので注意が必要です）。
　食品衛生法の洗浄剤は「脂肪酸系洗浄剤」と「非脂肪酸系洗浄剤」に区分されています。
脂肪酸系洗浄剤とは長鎖脂肪酸塩（石けん）と長鎖脂肪酸エステル系界面活性剤（ショ糖
脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル等）を
有効成分とする洗浄剤であり、非脂肪酸系洗浄剤とは、そのほかの界面活性剤を有効成分
とするものです。
　台所用洗剤の成分規格としては、ヒ素（0.05ppm以下）、重金属（1ppm以下）、メチル
アルコール（1mg/g以下）、酵素及び漂白剤（含んではならない）に関する規格があり、
使用基準としては使用濃度（非脂肪酸系では界面活性剤として0.1％以下、脂肪酸系で0.5
％以下）、すすぎ（飲用適の水（注）を用いて野菜、果実は流水で30秒以上、飲食器は流水で
５秒以上、ため水の場合は水を替えて２回以上すすぐ）及び浸漬時間（野菜、果実は５分
以上浸漬しないこと）に関する基準が盛り込まれています。
　食品衛生法では「台所用洗剤」の表示に関する規格は設けていません。
しかし、台所用合成洗剤及び台所用石けんについては、家庭用品品質表示法において表示
が義務付けられており、この中で食品衛生法に基づく「使用基準」に定められている「浸
漬時間」と「すすぎ」に関する基準が盛り込まれています。

（注）飲用適の水：水道水の水質基準、もしくは食品衛生法で示した基準に適合する水のこと。

３．有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律　　　　
　　（所管官庁：厚生労働省）
　有害物質を含有する家庭用品について保健衛生上の見地から必要な規制を行うことによ
り、国民の健康を保護に資することを目的とするこの法律では、有害物質としては21物
質群（20物質およびアゾ化合物）が指定されていますが、洗浄剤等に関連する物質とし
ては、酸（塩酸、硫酸）、アルカリ（水酸化カリウム、水酸化ナトリウム）では、酸の量
として10％以下、あるいはアルカリの量として5％以下で、家庭用エアゾル製品では、メ
タノールの量として5％以下、塩化ビニルの量は、所定の試験法で検出せずであり、かつ
所定の容器強度を有することが決められています。なお、上記の上限規制を超える濃度の
ものは、「毒物及び劇物取締法」の適用を受けることになります。
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４．工業標準化法 / 日本工業規格（JIS）（所管官庁：経済産業省）
　工業標準化法では、品質の改善や生産の合理化、製品の品質保証などを目的として、原
料や製品について日本工業規格（JIS）を制定し、この規格に合致する原料や製品に JISマ
ークを表示することができます。
　洗剤に関連する品質の規定として、化粧石けん（K 3301）、固形洗濯石けん（K 3302）、
粉末洗濯石けん（K 3303）、台所用合成洗剤（K 3370）、洗濯用合成洗剤（K 3371）があり、
他に試験方法に関する規定があります。
　粉末洗濯石けんでは、無添剤（純石けん分94％以上）と添剤入（純石けん分50％以上で、
石けんの洗浄作用を助けるケイ酸ナトリウム等が添加されているもの）とに分けられ、ま
た固形洗濯石けんでも、無添加（純石けん分95％以上）と添剤入（純石けん分72％以上）
とに分けられています。固形洗濯石けん（K 3302）、粉末洗濯石けん（K 3303）両者とも「長
鎖脂肪酸のナトリウム塩及びカリウム塩以外の界面活性剤を含まないもの」となっており、
家庭用品品質表示法での「複合石けん」に相当するものは、これらには含まれません。
　台所用合成洗剤は、食品衛生法（前記）によって規定されており、それと整合するよう
に規格されています。また生分解性の規定（生分解度90％以上）があり、環境中での分
解性が確保されています。
　洗濯用合成洗剤は、第１種（弱アルカリ性、粉状・粒状、主として綿や合成繊維等の汚
れの激しい衣料用）、第２種（弱アルカリ性・中性、液状、主として綿や合成繊維等の汚
れの激しい衣料用）及び第３種（中性、粉状・粒状、主として毛、絹などの汚れの軽い衣
料用）に分けられています。そして現状の高生分解性及び無リン化を反映して、いずれも
生分解度90％以上、全リン酸塩（P2O5として）1.0％未満の規格があります。

５．化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）　
　　（所管官庁：経済産業省、厚生労働省、環境省）
　化審法は、人の健康及び生態系に影響を及ぼすおそれがある化学物質による環境の汚染
を防止することを目的に、昭和48年に制定されました。新たに化学物質を製造･輸入する
前にその安全性を審査することで、難分解性（環境中で分解されにくいこと）、高蓄積性
（動物の体内に蓄積しやすいこと）、長期毒性（長期間の暴露により有害な影響が出ること）
を有する化学物質について製造･輸入、使用などを規制しています。
　現在は、新規化学物質の事前審査に、上市後の化学物質に関する継続的な管理措置及び
化学物質の性状等に応じた規制及び措置を加えた３つの部分から構成されています。

NITE　化審法関連情報  https://www.nite.go.jp/chem/kasinn/kasinn_index.html
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６． 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善　
促進に関する法律（化管法）（所管官庁：経済産業省、環境省）

　化管法は、会社や工場などの事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環
境の保全上の支障を未然に防止することを目的としています。
　この法律は、大きく分けてPRTR制度とSDS制度の２つから構成されています。
　PRTR制度は、人の健康や生態系に有害なおそれがあり、かつ、環境中に広く存在する
化学物質について、環境への排出量及び廃棄物に含まれる移動量を、事業者が自ら把握し、
都道府県を経由して国に届け出るとともに、国はその届出データを集計し、公表する仕組
みです。
　SDS制度は、人の健康や生態系に有害なおそれがある化学物質を他の事業者に譲渡･提
供する際、その性状及び取扱いに関する情報の提供を義務づける制度です。

　洗剤と同じように界面活性剤を含むものでも、化粧
用石けんやシャンプー等人体に直接使用するものは医
薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等
に関する法律（薬機法）の適用を受けます。
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【ABS】 ..................................................................................................................42

【AE】 ........................................................................................................31,32,33

【AES】 ..................................................................................................................31

【AG】 ....................................................................................................................33

【AO】....................................................................................................................34

【AOS】 .................................................................................................................31

【AS】 .....................................................................................................................31

【CMC】 ......................................................................................................... 10,37

【EDTA】...............................................................................................................36

【HPMC】 .............................................................................................................37

【LAS】 ........................................................................................................... 31,42

【LPG】 .......................................................................................................... .13,40

【MAP】 ................................................................................................................31

【PEG】 ..................................................................................................................37

【PPG】 .................................................................................................................37

【PVA】 ........................................................................................................... 37,39

【PVAc】 ...............................................................................................................39

【PVP】 ..................................................................................................................37

【SAS】 ..................................................................................................................32

【SE】 .....................................................................................................................32

【STPP】 ................................................................................................................26
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2-アミノエタノール ...................................................................................36
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4 級アンモニウム塩 ...................................................................................30

4 級化 ..................................................................................................................35

C
CI フルオレスセント260 ..........................................................................38

N
n- デシルグリコシド .................................................................................33

N,N- ジメチルオクタデシルアミン－Ｎ－オキシド  ...............34

N,N- ジメチルドデシルアミン－Ｎ－オキシド ..........................34

N,N- ビス（2- ヒドロキシエチル）脂肪酸アミド .........................33

N- アシル -N- メチル - β - アラニン塩 ...........................................32

N- アシル -N- メチルグリシン塩 ........................................................32

N- アシル -N- メチルタウリン塩 ........................................................32

N- アシルアミノ酸塩 .................................................................................32

N- アシルグリシン塩 .................................................................................32

N- アシルグルタミン酸塩 .......................................................................32

N- アシルザルコシン塩 ............................................................................32

N- テトラデシル - β - アラニン ..........................................................34

N- メチル -N- オレイルタウリンＮａ塩 .........................................32

P
pH 調整剤 ..................................................................................... 21,26,27,36

α
α - オレフィン .............................................................................................31

あ
アクリル酸・マレイン酸共重合物 .......................................................36

アクリル酸 / マレイン酸のコポリマー ...........................................36

アシルグリセリン .......................................................................................33

アニオン ..........................................................................................7,25,31,32

アミドエステル型ジアルキルアンモニウム塩 ...........................30

アミド型アルキルアンモニウム塩 ....................................................35

アミラーゼ ............................................................................................... 28,38

アルカノールアミン ........................................................................... 27,36

アルカリ緩衝作用 .......................................................................................26

アルカリ緩衝能 ............................................................................................27

アルカリ剤 ............................. 8,9,11,12,15,17,20,21,26,27,28,36,48

アルカンスルホン酸塩 .............................................................................32
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アルキルアミンオキシド ........................................................................34

アルキルエーテル硫酸エステル塩 ....................................................31

アルキルグリコシド ..................................................................................33

アルキルジメチルベンジルアンモニウム塩 ................................34

アルキルトリメチルアンモニウム塩 ...........................................7,34

アルキルベタイン .......................................................................................34

アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム .............................. 31,48

アルキルポリエトキシレート ..............................................................33

アルキル硫酸エステル塩 ........................................................................31

アルキルリン酸エステル塩 ...................................................................31

アルファオレフィンスルホン酸塩 ....................................................31

アルファスルホ脂肪酸メチルエステル塩 .....................................32
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アルミノケイ酸塩 ..........................................................................27,36,48

泡調整剤 ....................................................................................9,18,21,28,37

安全図記号 ......................................................................................................22

安定化剤 .......................................................................9,12,13,15,21,28,37

アンモニア ............................................................................................... 17,42

い
一般住宅・家具用合成洗剤 ......................................................................20

衣料用、台所用または住宅用の漂白剤 ................................... 47,48

衣料用仕上げ剤 ........................................................................................5,13

衣料用柔軟仕上げ剤 ..................................................................................13

衣料用漂白剤 .................................................................................................12
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え
液化石油ガス .................................................................................................40
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エタノール ............................................................................................... 28,37

エタノ－ルアミン類 ..................................................................................17

エチレンオキシド .......................................................................................33
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エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム ..........................................36
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塩化メチル ......................................................................................................34

塩酸..................................................................................... 12,16,19,21,40,50
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塩素系漂白剤 ..........................................................12,15,16,18,19,29,38

お
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オレイン酸ナトリウム .............................................................................31

か
化学モップ ......................................................................................................20

化管法 ................................................................................................................52
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過酸化水素 .........................................................................................12,29,38

化審法 ................................................................................................................51

過炭酸ナトリウム ...................................................... 12,15,21,29,38,40

カチオン ..........................................................................................7,34,35,39
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かび取り剤 .................................................................................. 18,21,38,40
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ガラス用合成洗剤 ................................................................................ 17,21

カリウム塩 .........................................................................................11,14,51

カルシウムイオン ............................................................8,26～28,31,36

カルシウム塩 .................................................................................................27

カルシウム石けん .......................................................................................28

カルボキシメチルセルロース ..............................................................37

還元型漂白剤 .................................................................................................12

き
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金属腐食防止剤 ............................................................................................33

く
クエン酸 ...........................................................................................................27
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グリコールエーテル ........................................................................... 28,37

グリコール酸 .......................................................................................... 21,40

グリセリン ......................................................................................................33
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クレンザー ............................................................................15,18,19,39,47

け
蛍光増白剤 ...........................................................9,11,12,25,26,29,38,48

ケイ酸アルミニウム系鉱物 ...................................................................39

ケイ酸アルミニウムナトリウム塩 ....................................................36

ケイ酸塩 ...........................................................................................................36

ケイ酸カリウム ............................................................................................36

ケイ酸系鉱物 .................................................................................................39

ケイ酸ナトリウム ..........................................................................27,36,51

軽質洗剤 ..............................................................................................................9

毛糸・おしゃれ着用合成洗剤 ....................................................................9
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化粧石けん ............................................................................................3,31,51

ケファリン ......................................................................................................31

けん化分解 ......................................................................................................20

研磨剤 ............................................................................... 15,18,19,21,30,39

こ
工業標準化法 .................................................................................................51

合成系糊剤 ......................................................................................................39

合成洗剤 ...................................5,8,9,11,14,17~21,25,42,43,45,47,48

酵素........................................................9,12,14,15,25,26,28,38,43,48,50

工程剤 ......................................................................................................9,11,15

硬度成分 ................................................................................................... 8,9,27

硬度成分封鎖作用 .......................................................................................26

鉱物系研磨剤 .................................................................................................39

固形洗濯石けん ............................................................................................51

ココアルキルジメチルベタイン .........................................................34

糊剤........................................................................................5,13,30,39,40,49

コンパクト型洗剤 .......................................................................................43

さ
再汚染防止剤 .................................................................................................27

再付着防止剤 .................................................................................................27

再付着防止作用 .................................................................................... 6,8,10

酸化型漂白剤 .................................................................................................12

酸化処理デンプン .......................................................................................39

酸性石けん ......................................................................................................11
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